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要旨

日本のアパレル企業は､中国での低コスト生産を活用したうえで､需要の変化に合わせ品揃えする必要があり､投級､延期

戦略を取り入れた生産システム､ロジスティクスシステムを適切に構築することが求められている｡中国におけるアパレル製

造業､検針検品事業者へのインタビュー調査に基づき､中小ロットでの一貫生産体制､高品質な流通加工､バイヤーズ.コン

ソリデーション等により､延期靭略の方向に向けた新たな生産･ロジスティクスシステムを構築していることを明らかにした｡

Abstract

Apparelind叫 haslxeninbducingnewproducdonandlogisdcs野SteminvoIvingChinesemanufachFingcompanies

wi血capabilidesofprductdesigningandinventorymanagementasweb asduthgandsewing.¶leirchallengesfTollow

SpeculadonandPostFX)nementS仙 egiesinmanu血cttJingandlogisdcsmanagement,whichcouldmeetdiversified

constJmerS'needse航cientty.ThispaperaimstoexaminehowdleSeChauengescouldworkandbringeqectsbyconducting

interviewsuⅣeyagainstChinesemanu血cturmgcompaniesandacheckandcon氾Iidafioncompany血ohavegood

reputationamongJapimeSemajorretailchainstores.

1. はじめに

日本のアパレル企業の国際進出の歴史は長

いが､最近では中国がアパレル生産の拠点に

なっている｡ しかし､これまで生産を委託し

てきた中国企業の中には､.単純な縫製など生

産機能だけではなく､在庫､物流加工機能､

さらにはデザイン機能を担 う企業まで現れて

きている｡需要サイ ドでは消費者ニーズの多

様化も進んでおり､小売業者にはデザイナー

ズブランドから普及品にいたるまで品揃えし､

またその構成を変えていくことが求められて

いる｡この様なシーズ､ニーズの変化をうま

く捉え､商品別に投機､延期戦略を取り入れ

生産システム､ロジスティクスシステムを適

切に構築する試みが始まっている｡

本稿の目的は､中国におけるアパレル製造

業､検針検品事業者へのインタビュー調査に

基づき､中国の保税区制度､新しい情報通信

技術などを活用し､川上企業､川下企業が連

携 しながら､どの様に生産システム､ロジス

ティクスシステムを構築しているか､を明ら

かにすることである｡以下では､まず従来の

アパレル事業モデルの特徴を把握 し､最近の

scM への取組や中国を中心としたグローバ

ル化の動向を把握するoその変化を見る視点

として､投機･延期の原理が有効なことを指摘

する｡次いで､中国におけるアパレルの生産･

ロジスティクス体制について､インタビュー

調査に基づき､その革新の実態を把握する｡

最後に､その意義と今後の研究課題について

取りまとめることとするo

2.従来のアパレル事業モデルと新 しい動き

2.1 グローバルSCMの重要性

繊維産業では､他の産業にも増してグロー

バル規模でのSCM構築が重要な課題となっ
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ているD繊維産業は多様な企業から構成され､

それら企業間の分業によりアパレルが生産さ

れている｡しかもアパレルのサプライチェー

ンは近年グローバル化が急速に進展している｡

この要因として､各国の産業保護施策のた

め､早い段階から日本企業が海外現地で生産

を開始したこと､国際競争が激しくコスト削'

減のため労働集約的な工程を発展途上国に移

管した方が有利なこと等があげられる｡

これまでの日本繊維産業の国際化の段階に

ついては､①関税等の国境障壁を克服するた

めの現地生産 (1955-60年代)､②テキスタ

イル企業を中心とする現地販売目的の海外進

出 (1970年代前半)､(卦発展途上国の競争力

拡大に対応した現地生産の見直し(1970年代

後半～1980年代前半)､④円高に対応して逆

輸入を目的とした中国 ･ASEAN-の進出

(1980年代後半以降)が指摘されているlo

第4期については､アジアのなかでも中国

-の進出が顕著となったが､中国の急速な経

済発展とともに進出地域の変化がみられる｡

日系繊維企業の中国進出は､①香港を介在す

る中国華南地域-の生産委託 (1980年代)､

②労働コス ト削減を目的とする東北地域-の

直接進出 (1980年代後半～1990年代初め)､

③繊維産業集積地域となった上海地域-の進

出 (1990年代後半以降)-と推移している2｡

本稿の対象とする上海地域のアパレル生産で

は､この指摘にみられるように､日系企業間

だけではなく､現地企業の集積を活用した原

材料･副資材調達や工程分業が行われており､

日中企業間の新たな連携関係が模索されてい

るところに革新性が見出せる｡

このような国際化の歴史を背景に､日本企

業は海外に整備した調達､生産､販売拠点だ

けでなく､現坤企業との協力により､グロー

バルなサプライチェーンを構築している｡中

1通商産業省生活産業局 (1994)による発展段階｡
2本木･上野 (2001)による時代区分｡

国での代表的な原材料と副資材の調達パター

ンについてみると､従来は日本から素材を輸

出する場合が多かったが､現在では現地日系

企業や中国企業から調達する場合が増えてい

るo現地で調達が困難な高級服地や副資材に

ついては欧州等から輸入する場合もある｡

中国での生産方式については､従来は中国

企業との合弁方式が一般的であったが､最近

では外資に対する規制緩和を受けて直接進出

するケースが増えている｡また､委託加工､

企画輸入､開発輸入､専用ライン､補償貿易

等､様々な生産形態が模索されている｡

販売については､日本-の逆輸入が主であ

るが､高級品については欧米市場への輸出も

一部行われている｡また中国での購買力増大

に対応し､現地販売を拡大する企業もある｡

2.2 延期 ･投機戦略

サプライチェーンにおける生産とロジステ

ィクスの配置を決定する重要な戦略として､

延期と投機の組合せがあげられる｡ Paghand

cooper(1998)は､生産については最終的な製

品仕様の決定地点で代表させ､ロジスティク

スについては在庫配置で代表させる土とによ

り､それぞれの延期 ･投機を区分し､この組

合せにより4つの戦略を指摘している(図1)0

ロジスティクスj
投機 延期
分散在庫 集中在庫.直送

坐産 投機 完全投 ロジステイク
生産して在庫 機戦略 ス延期戦略

延期 生産延 完全延期戦略

出所 :paghandCooper(1998)

図1 延期 ･投機マ トリックスとサプライ

チェーン戦略の類型

3延期一投機は一般に､時間的な分類と空間的な分類
に分けて議論される｡空間的には集中在庫が投機で
分散在庫が延期とされるが､pagh andCooper(1998)
では､需要確定まで時間的に発注を延期して直送す
る場合が延期､見込みで市場の近傍まで在庫を分散
させるのが投機としているD
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アパレルについて､この戦略概念を当ては

めると､従来は多段階の生産工程の分業を前

提とし各段階で在庫を保有し､在庫は分散型

であった｡また各生産工程を分業する企業が､

生産効率化を図るため､生産でもまとめてバ

ッチ生産とする場合が多く､生産面も投機型

であった｡すなわち､このモデルでの典型的

な完全投機型のサプライチェーンであった｡

完全投機戦略は､需要がある程度予測可能な

場合には､各段階における規模の経済や習熟

効果を活用でき､優れた戦略であるQ

しかし､現代の成熟化したアパレル市場で

は､需要変動が激しく､需要予測の失敗によ

り売れ残りや品切れ損失が生じやすくなって

いる｡すなわち､完全投機戦略によるデメリ

ットが発生しやすくなっているのである｡ア

パレルの場合､組立型機械工業製品と異なり､

その商品の性格上､完全延期型戦略を採用す

ることは困難である｡しかしながら､情報技

術の進展や物流サービスの開発により､延期

型戦略の要素を取り込むことが可能になって

いるDアパレル産業では､情報･物流に係わる

技術革新を導入し､サプライチェーンをより

需要変動に対応した柔軟な延期型にしていく

ことが､重要な戦略となっている｡

南(2003)は､ZARAのビジネスモデルを短

サイクル開発とスピーディーな市場投入を実

現した延期的事業モデルと分析しているが､

生産 ･ロジスティクス ･販売(商品開発)の連

結の実態に関する分析は行われていない｡本

論文ではロジスティクス(バイヤ-ズ･コンソ

リデーション)による生産と販売の結合のあ

り方､生産工程の内面の分析を行っており､

それらの全体的プロセスを措写し､その整合

性について検証している｡また､ZARAの場

合は1企業による完全な製販の垂直統合モデ

ルであるが､本論文は､生配版のアライアン

ス ･モデルであるという点で､一般性が高い

事例であるという点でも先行研究には無い新

規性がある｡以下の事例では､このような視

点から､サプライチェーンにおける日中企業

間の新たな連携や延期戦略を支える物流サー

ビスについて分析する｡

3･アパレル生産体制の革新とその意義

わが国の市場ニーズに対応すべく､中国に

おけるアパレル製造業が如何なる生産体制を

敷いているかについて検証するために､わが

国の衣料品専門チェーンおよび量販店衣料部

門の主要商品調達先となっている上海のアパ

レル製造業2社にインタビュー調査を行った｡

両社はわが国のアパレル販売企業から高く評

価されているのみならず､アパレル生産に求

められる市場需要との連動性でも優れている｡

3.1上海朋雅美(ボンアミ)時装有限公司

上海朋雅美(ボンアミ)時装有限公司は上海

市浦東区に本社があり､アパレル製品の生産

を行うメーカーとして100%中国資本で1994

年に創設された企業である｡染色､刺繍､プ

リント､裁断､縫製､仕上げ､検品､包装と

いったアパレル製品の製造工程をほぼ一貫体

制で行っている｡製品はカットソー､スポー

ツウェア､ベビーウェア､その他である｡輸

出製品の分類は､ベビー ･子供服 40%､婦人

服 40%､紳士服 20%で､日本の量販店､卸売

業向けに約90%､欧米向けに 10%を輸出して

いる｡工場は､4つの縫製工場(敷地約 3万平

方メー トル)で､従業員は約 1,600名､年間約

800万枚の生産能力を有する｡2005年度の輸

出総額は2,300万 ドルに達している｡国内売

上高は 5,000万人民元を超えている｡2002

年に SGS社のISO9001および､ISO14001

を取得するなど品質面の高さを維持している｡

同社の経営戦略及び生産体制を調査するた

め2006年 9月 1日に同社を訪問し､Zhang

GuoBin総経理およびJiangYouFen国際貿

易部副経理権管理担当にインタビューを行っ

た｡その結果､同社の経営戦略の特徴として

以下の点が明らかになった｡

- 139-



① 小 ･中ロット･短納期生産

同社の製品は､ニットやカットソーなど比

較的軽衣料タイプの中級商品であり､ここに

ファッション性を加味して､このクラスの製

品としては中･小ロット(500枚-)･短納期生

産体制(糸があれば40日程度)を実現し､徹底

した品質管理によって輸出商品としての競争

力を創出している｡また近年､生産する商品

アイテムの増大傾向が認められる｡

② 一貫生産体制による納期の短縮 ･晶質の

確保と生産体制の柔軟性を実現

製糸から染色､縫製､仕上げまで社内に一

貫生産体制を敷くことで､生産体制の柔軟性､

短納期､晶質の維持 ･.向上を図っている｡こ

の点､混合生産体制によるラインの柔軟な運

用が注目される｡納品リー ドタイムを短縮す

るため､受注ロットを分割し浪流生産を実施

することもあるという｡

③ 日本人デザイナーの内部化による日本の

量販店向け提案型マーケテイングの実施

従来､デザインは販売国で行い､これに基

づき中国では生産のみを受託するケースが大

半であったが､同社では日本人デザイナーを

雇用し､日本の消費者の噂好を反映したデザ

インを自社企画し､日本の量販店向けに内覧

会を行うなど､提案型の営業を開始している｡

④ 素材から検品まで徹底した品質の管理

素材の段階から､最終出荷検品(全量検品と

抜き取り検品の併用)に至るまで､徹底した品

質の管理を行っている｡

⑤ 新素材の導入

製品の安全性や晶質向上を目的とした新素

材の導入にも積極的である｡

⑥ ベ トナム等海外-の生産拠点の進出計画

近年の中国国内の労働市場の変化や生産量

の拡大を視野に入れて､ベ トナム方面-の生

産拠点の展開投資を計画している｡

以上､同社はアパレル関連の供給機能のう

ち一部商社機能まで取り込み､利益振泉の内

部化を図っているように思われる｡同社製品

を調達するわが国の量販店衣料部門担当者に

よれば､従来は量販店が原材料を供給し生産

を委託していたが､2005年頃から上記①～⑥

のような特徴を持っ体制に移行した｡本事例

企業に､従来型の委託加工の受け皿としての

縫製工場から脱皮を図り､主体的に積極的か

つ戦略的な展開を開始した中国アパレル企業

の姿を見ることが出来る｡

3.2上海宜華葺業有限公司

上海宜華賓業有限公司は､上海市金山区に

あるアパレル製品の縫製メーカーで輸出品を

中心に生産し､従業員約 3,000名､売上高約

5,500万 ドルを達成している中堅企業である｡

仕向地は従来､日本 70%､米国30%であった

が､近年米国向けが50%まで伸びているQ日

本の量販店とは 5-16年間の取引実績を持つ｡

同社の経営戦略及び生産体制を調査するた

め 2006年 9月 1日に同社を訪問し､Lu

JinGuang理事長およびAnTingJi貿易2部

マネジャーにインタビューを行った｡

(丑 生産体制

3,000名でミシン88台､年間 1,000万枚の

生産能力を有する｡ロットは 200枚-5,000

枚まで幅広い生産が可能である｡100%輸出商

品を生産しており､7箇所の工場せ運営して

いる｡4シーズンの展開で､先行的な発注内

示による予約で前発注量の約 30%が確定す

る｡パターンナ-200名を抱えている｡仕様

書を受けるとサンプルを作成し航空便で送る｡

デザインが決定されるとCAD.CAM データ

に展開し､裁断一縫製工程に投入される｡生地

リスクを当社が約 90%負担している｡納期は､

綿 ･ポリエステル物で25-30日､毛織物で約

45日で､ロットにもよるがおよそ60日以下

での納品が可能ある｡

② 能力の拡大と顧客の選別

同社は徹底した品質管理と販売先との綿密

な調整による晶質の確保および安定的供給体

制が強みである｡日本の量販店での研修経験
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のあるスタッフが日本の量販店のバイヤーと

メール･FAXや直接交渉等による密接な情報
交換を行い､日本の市場の状況を深く理解し

た取引で高い信頼を得ている｡この結果､取

引量が拡大し､本社工場の拡張計画が進展し

ている｡品質は､工程ごとに検査を行い､不

良率などの生産実績を厳しく管理して晶質を

高めている｡取引先との相互理解と取引実績

を重視するため､同社から見て良好とはいえ

ない取引内容を強要する販売先とは取引を制

限する等の通常とは逆の選別が行われている｡

以上の事例研究の結果､中国のアパレルメ

ーカーは中級クラス以上の輸出用製品の生産

体制において､生産規模の拡大 ･海外工場展

開など自主的な資本投資姿勢を示しており､

戦略的な方向性を明確にし始めている｡もは

や､委託加工5の域を脱しているといえる｡さ

らに､川上 ･川下機能を内部化し､一貫生産

体制を強化するとともに､販売先の選別など

主体的にリスクをとりつつも投資収益性の確

保を強く意識した経営姿勢を打ち出している｡

また､混合ライン生産等､一貫生産化を指向

しつつも､′J､ロット･短納期 ･柔軟な生産体

制の整備､品質管理の徹底など激しく変化す

る国際市場-の対応を着実に図りつつある｡

4.ロジスティクス体制の革新とその意義

日中間の企業連携によるアパレルの SCM

では､生産体制の改革に加えてロジスティク

ス体制の改革が重要な役割を果たしている｡

変化する日本市場のニーズに対応するうえで､

在庫を集約し市場に直送するロジスティクス

体制の構築が求められている｡そのようなニ

ーズに対応し､物流事業者は新たなロジステ

日通総合研究所 (2004)によれば､委託加工は加

工貿易とも呼ばれ ｢資材 ･部品を保税で輸入し生産

された完成品 (半完成品)を輸出する貿易形態｣(p.

154)である｡外国企業が中国の製造企業に対し生産
のみを委託する方式であり､素材調達から販売まで

自社で行っている事例企業は委託加工の域を明らか
に脱しているn

イクス･サービスを開発している｡以下では､

アパレルに固有な検品･検針等を含む流通加

工サービスの事例と､それを組み込んだ新た

なバイヤーズ･コンソリデーション･サービス

の開発について現状を把握する｡

4.1流通加工サービスの高度化

従来､アパレル商品では､日本の消費者の

厳しい品質要求に対応し､日本国内で検品･

検針､再仕上げ､再包装等の流通加工が行わ

れてきたoLかし､日本国内でこのような流

通加工を行うと､高い作業費がかかるだけで

なく､在庫が多段階化しリー ドタイムが伸び

ることになるD日本国内での流通加工を中国

に移管し､直送型のロジスティクスに移行す

るためには､中国での流通加工の精度を上げ

ることが重要な課題となっている｡以下の事

例では､情報技術を活用し､きめ細かな労務

管理を行うことにより､高度な流通加工を可

能にしている｡

上海華和国際儲運有限会社(本社:上海市逸

仙路､物流加工･検品センター:上海市延安東

路の東海商務センター内)は､輸出繊維製品の

流通加工業務を行う日系の物流専業者で､一

級国際貨物運輸代理企業の免許も持ち､輸出

入取扱業務､保税倉庫業務､輸出監管倉庫業

務等を行っている｡

わが国の衣料品が中国の出荷物流拠点でど

のように検品 ･検針､流通加工が実施されて

いるかを検証するために､2006年 8月 30日

に同社の山之内隆夫総経理にインタビューを

行った｡その結果､次の点が明らかになった｡

① 厳正な検品 ･検針の履行

中国の縫製工場から集荷された商品を厳正

に二重検品 ･検針し､良品のみを出荷する｡

不良品はサプライヤーが当センターで修理可

能なものは修理する｡

② 検品や出荷状況の情報交換

検品 ･検針､流通加工作業の進捗状況をエ

クセル表とデジタルカメラの画像およびコメ
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ントのメール ･IP電話等を活用し､折衝経験

の長い中国人の社員が日本のバイヤーとの間

で綿密な情報交換を行っている｡

③ きめ細かい出荷コントロール

国際海上輸送による出荷管理は､積載効率

の向上と納品リー ドタイムの重視の2つの管

理目標の間でバランスをとる必要があるO同

社では､輸入者との綿密な情報交換により､

これらの優先順位を判断し､ロットを組み合

わせて最適出荷を行うようにしている｡

4.2 国際混載直接物洗システムの構築

バイヤーズ ･コンソリデーションに関する

確たる定義はない6が､｢特定の輸入者のため

に､その輸入者によって指定されたフレイ

ト･フォワーダー (バイヤーズ ･コンソリデ

ーター :以下 ｢コンソリデーター｣と略称)

の海外倉庫で､その輸入者によって買い付け

られたコンテナ単位に満たない小口単位の貨

物 (LCL貨物 ;LessthanContainerLoad)

を集荷し､その特定輸入者向けの専用コンテ

ナ (FCL;FullContainerLoad)に詰め合わ

せて積載率を向上させ輸送することで､物流

コストの削減を図ろうとするシステム｣ とい

うことができる｡ .

バイヤーズ･コンソリデーションに関して､

コンソリデーターが行う主な業務は､①本船

ズケジュールの作成､②ベンダーとコンタク

トし､発注書に基づく貨物の追い出し (納入

状況の確認)､③海外の指定倉庫での荷受け時

に異常有無の確認､④船会社-のブッキング､

⑤入出庫 ･保管 ･バンニング及び船会社のコ

ンテナ ･ターミナルまでのコンテナ運送､⑥

銀行買取 り用 FcR (Forwarder'sCargo

Receipt)の発行､⑦シッビングアドバイス及

6
バイヤーズ ･コンソリデーションに関してはイン

タ-ネットのホームページの中で､業務内容として

紹介している企業は多いが､具体的に著述している

のは大阪商船三井船舶編 (1994)､社団法人日本海運

集会所 (2004)程度である｡論文に関しては､橋本

(2005)以外見当たらないように思われる｡

び輸入通関用船積書類の送付､⑧輸入通関､

⑨小売店の指定場所までのコンテナ配送､⑩

船積み進捗管理などである｡このような従来

型のバイヤーズ ･コンソリデーションをベー

スに､最近一部のコンソリデーターが､上海

外高橋物流園区 (以下 ｢物流固区｣と略称)7

での一時保管及び物流加工を一体化させた新

たなサービス8を提供しており､注目される｡

最近の小売店は､商品の売れ残りや陳腐化

を回避するため延期戦略に基づいてぎりぎり

まで発注を控え､発注後は短時間で輸入しよ

うとしているQこれに対し､アパレル生産業

者にとっては投機戦略が理想である｡そこで､

小売店と生産業者は連携して､延期と投機の

バランスをとりながら､リー ドタイムの短縮

と物流コストの削減を図るサプライチェーン

の再構築を模索している｡このようなニーズ

に対応したサービスが､一時保管､流通加工､

バイヤーズ ･コンソリデーションを組み合わ

せた国際混載直接物流なのである｡物流園区

設置以前には､バイヤーズ ･コンソリデーシ

ョン自体が制度上不可能であり､これを組み

込んだ国際混載直接物流は制度改革を利用し

た革新的なサービスと評価できる｡

中国における国際混載直接物流のビジネス

モデルはどのようなものであろうか｡それは､

7上海物流園区は､2003年 12月に交付された国務院

弁公庁からの上海外高橋保税区と外高橋港区の試験

的連動に関する書簡に基づく2004年4月の同意する

公告によって制定された保税地域である｡物流圃区

の特徴は､①貨物搬入時に増値税還付が可能である

こと､②非居住者名義の保管が可能であること､③

簡単な物流加工作業が可能であること､④第三国か

らの貨物を物流圃区内でリ･コンソリデーションを

行 うことが可能なことである｡石原 (2005)参照｡

&中国で正式にバイヤーズ ･コンソリデーションを

行う場合には､交通部からのCFS免許が必要である｡
物流園区設置以前は､免許を有しないコンソリデー

ターが暗無下で類似サービスを行~ってきたが､設置

以後は免許を有していないものでも正式にバイヤー

ズ ･コンソリデーションが可能となった｡さらに､

従来は単に複数ベンダーの貨物を同一コンテナに詰

めるだけであったが､最近は物流固区で複数ベンダ

ーの貨物を店別に同梱し､バイヤーズ ･コンソリデ

ーションで輸送する新しい形態が生まれてきているd
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①在庫量とキャッシュフローを改善するため

に多頻度小ロット単位で買い付けた製品を上

海市内の普通倉庫で検針 ･検品を行い (良品

のみを船積みするため)､②物流園区での非居

住者名義での仮置き･店別仕分けをし､③効

率的な輸送と一貫した情報管理を行うための

バイヤーズ ･コンソリデーションで輸送し､

④コンテナ ･ターミナルでの輸入通関後､ク

ロスドック機能を使って各店舗まで配送する

一気通貫による全体最適なロジスティクスを

構築することである90

さらに､国際混載直接物流を支援するため

に重要なことは､適正在庫を維持しリアルタ

イムでの情報を把握するために､広域在庫(棉

送中の製品も含め)･進捗･発注など全体のプ

ロセスを一貫で網羅した情報管理システムを

構築することであるoその結果､全体最適な

輸送システムが構築され､生産 ･輸送リード

タイムの短縮とコストの削減が図られる｡

5.新たな生産･ロジスティクス体制の意義と

課題

本稿では､中国のアパレル生産 ･ロジステ

ィクスシステムでどのような革新が導入され

ているかを､インタビュー調査により_把握し

たうえで､投機 ･延期の理論的枠組みを援用

し分析した｡その結果､従来は完全投機型で

あった生産･ロジスティクスシステムが､延期

化に向かっていることが明らかになった｡

標準的なアパレル製品の例をみると､CAD

活用､一貫生産､バイヤーズ ･コンソリデー

ション､クロスドッキング等により､商品企

9橋本 (2005)は量販店向け製品の物流コスト削減の

手段として､①バイヤーズ ･コンソリデーション､

②クロス ドッキング (crossdocking)､③vMI(vendor

managedinventory)､④ミルクラン､⑤非居住者在庫
をあげている｡新バイヤーズ･コンソリデーションは､

中国での①と日本での②を組み合わせたものと評価

できるoLかし､インフラが悪く輸送途上での盗難

やカーゴダメージも多い中国で､④による買付けは

容易でない｡また③､⑤については､制度､契約等､

多くの問題が残されている｡

画から店頭販売まで約2ケ月に短縮されてい

る｡高級なデザインや特殊な糸､素材を利用

する場合は､1ケ月以上リー ドタイムが伸び

るものの､普及品の場合はある程度在庫リス

クが軽減できるため (投機戦略が適用できる

ため)､短くできること､また工程上の工夫､

材料の使い回しなどにより工程の短縮が図れ

ることが明らかになった(図2)O

これは､投機･延期の視点からは､次のよう

に理解することができる｡すなわち､中国か

らわが国のアパレル市場-の商品供給は､国

際混載直接物流に加えて､開発 ･デザイン機

能 ･自主営業機能や生地 ･素材の生産 ･確保

まで機能を集中化しつつ､混流生産体制が可

能になった中国の製造業の供給体制の再編に

より､より､延期的な体制に移行しつつある

ことが確認された｡時間的には､生産とロジ

スティクスの両面においてリー ドタイムを短

縮化し､販売時点に引き寄せるという意味に

おいて延期化の方向に近づけている｡

Pagh andCooper(1998)のマ トリクスでいえ

ば､完全延期戦略の方向に進んでいることが

確認された｡ただし､品揃えの形成という意

味では川上の製造段階に投機化されている｡

この投機化は実需が確定していない時点で見

込み大量生産を行うという意味での.投機化で

はなく､どの店舗でいっから何を何枚売るか

が受注時点で決まっていて､しかも返品はし

ないという意味での確定需要情報に基づくノJ､

ロット生産である｡それによって､事前に生

産と輸送､仕分けが計画的に行われ､グロー

バル調達ネットワーク全体の中で不確定在庫

を持つ必要が無く､海外の工場から国内の店

舗まで直接供給することが可能になっている｡

その意味で国際物流は延期と投機の新たなバ

ランスを実現するための仕組みといえよう｡

本研究では､代表的な事例をベースに中国

におけるアパレル生産とロジスティクスを分

析してきた｡今後の課題として､企業事例数

を拡大し､本研究の知見の妥当性をさらに検
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証することがあげられる｡またアパレル商品

は多様であり､本研究の主な対象とした中級

品だけでなく､高級品や低価格品についても

研究対象を拡大していくことが必要であるo
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図2 中国におけるアパレル生産とロジスティクスの流れ (中級品の例)
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